
 

挨拶の満ち溢れる素敵な学校     校 長 吉川文章 
 

 「おはようございます」「ありがとうございます」「失礼します」 

 新年度から心のこもった礼儀正しい挨拶が、校門に校内に校庭に飛び交っています。特に学校

のリーダーとなった６年生の挨拶は「素晴らしい」の一言です。今年度、新しくお見えになられ

た先生方主事さん方も「挨拶ができる子供たちですね」と感心をされています。北町西小に来ら

れる多くの来訪者の方からもそういったお声をいただきます。挨拶は、学校だけで身に付くこと

ではありません。「保護者の方や地域の方による教育があってこそ」と考えています。 

 丁度２年前の学校便りに、以下のような私の「生い立ち」の一部を載せさせていただきました。

繰り返しにはなりますが、改めてこの機会にお伝えいたします。 

 

 「どうもありがとうございました」「お世話になりました」腰が折れるほど頭を下げてお礼を言

う母親の姿。それが私の教育の原点です。まだ園児で５歳に満たない頃の私は、その母親の姿を

「ある時」に限って、いつも不思議に思っていました。「ある時」とは、買い物をしてお金を払う

とき、バスに乗車して目的のバス停で降りるときなどです。普通はお店の方や運転手さんから「あ

りがとうございます」の言葉があるだけなのに、私の母親は、その後に必ずお礼を言うのでした。

「お母さん、不思議だな。なぜお礼を言い返しているのだろう」という疑問がありました。母親

のようなお礼を言う人はほとんどいません。小学校に上がった頃には、成長とともに「不思議さ」

は感じなくなくなりました。母親がお礼をするのを見る度に誇らしい感情になりました。小さい

頃の記憶はあまりない私ですが、頭を下げる母親の姿とお礼をする時の実際の言葉はよく覚えて

います。母親にその理由を聞いたことは一度もありませんでした。中学２年生の頃の話です。「ご

多分にもれず」、私も反抗期となりました。言語力が乏しかったせいか親から話しかけられても口

を聞かないという反抗の仕方をしていました。父親に声をかけられても全く返事をせず雷を落と

される度に、母親が言う台詞がこれでした。「お父さんもう許してやってください。ご近所であい

さつを良くしている文章（ふみあき）だから。」 
４年ほど前に、子供の頃の素朴な疑問を母親に投げかけました。母親は、「そんなことがあった

かのう」と記憶をたどりながら以下のような答えを返してくれました。 
「お店の人などへの挨拶は当たり前と思ってしていた」 「別に誰から教えてもらったわけではな

いと思う」 「そう言えば、母親が礼儀正しい挨拶をする人だった」 
私も、母親に「挨拶をしなさい」と教えられたことは一度もありません。でも、気がついた時

には地域の方や目上の方、先生、先輩、上司への挨拶だけは身に付いていて、自分の長所となっ

ていました。不器用で要領が悪く決して「世渡り上手」とは言えない私でしたが、挨拶のおかげ

でずいぶんと得をしてきました。教師になれたのも挨拶のおかげだったかもしれません。 
 
「子供は親の背を見て育つ」。私は、北西小学校にあいさつを根付かせるための一番の方策は「教

職員が模範となるあいさつ」であり、「一番の模範にならなくてはならないのが校長である」との

思いをもっています。それは、こんな生い立ちからも来ているのです。 
 
北町西小は「北西あいさつスタンダード」を合い言葉に地域とも一体となった「あいさつ運動」

を進める素晴らしい地域にあります。教師、保護者、地域に限らず、全ての大人が模範となり、

学校を起点にしてあいさつが地域全体に広がる町を共にめざしていきましょう。 
ご来校なさる保護者の皆さんも、全ての子供たちと、教職員と、わたくし校長と笑顔いっぱい

の挨拶を、交わしてくださいますようお願いいたします。 
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１年生を迎える会 

         
特別活動部 佐藤 友美 

 
 ４月１６日に「１年生を迎える会」が行われま
した。 
１年生は出し物で、「手のひらを太陽に」を元気

よく歌いました。入学してから２週間ですが、堂々

と歌うその姿は、全校児童が思わず笑顔になって
しまうような可愛らしいものでした。また、全校
でのじゃんけん列車で他学年と元気に触れあった

り、校歌１番を６年生と一緒に一生懸命歌ったり
する姿が見られました。優しい上級生たちに教わ
りながら学校生活に慣れ、楽しく過ごしていって

ほしいです。 
昨年度の代表委員会が中心となって、司会進行

を立派に努め、今年度の代表委員会が会場に掲示

するプログラムを作成しています。新旧代表委員
の努力があってこそ成功した学校行事です。新代
表委員には、今までの代表委員会が積み上げてき

たものを引き継いでいくと同時に、より良い北町
西小学校を作っていってくれることを期待してい
ます。 

 

外国語・外国語活動 

外国語主任 佐藤 友美 

 平成３０年度より、新学習指導要領の移行期

間が始まっています。本校では、３・４年生で

「Let’s Try!」、５・６年生では「We Can!」

という教材を使用して外国語を学んでいきま

す。 

 「話すこと」「聞くこと」中心だった今まで

から、段階的に「読むこと」「書くこと」の指

導も取り入れています。加速度的に国際化が進

む日本において、将来を担う子供達に「楽しめ

る外国語」「活用できる外国語」の指導を展開

しております。 

講師・相談員・支援員について 

副校長 木村 順子 

本校は、スター（特別支援教室）を開設してお

ります。また、学校・地域連携推進校として地域

未来塾（放課後等の学習支援）等の教育支援活動

にも取り組んでいます。習熟度別学習もこれまで

どおり継続させ、学力の向上を目指し充実させて

まいります。教育活動を支える教員や講師の他、

スクールカウンセラー、支援員をご紹介します。 

【特別支援教室専門員】   門脇 恵 
【学校支援コーディネーター】狭間 睦子 
【地域未来塾学習支援員】  菊池 信子 
【学力向上支援講師】    岡野 英一 
【外国語活動アドバイザー】 津田 信子 
【ＡＬＴ】       Philista Jemutai Sang 
【スクールカウンセラー】  甲斐 真路 
【心のふれあい相談員】   坂野 久美子 
【学校生活支援員】     兼平 裕子 
 
 
※スクールカウンセラー、心のふれあい相談員

は、保護者の皆様のご相談にも応じます。どうぞ 
ご活用ください。 

 

 
お知らせ 

 

３年１組学級担任蛭川 加奈子主任教諭は、

５月１１日より産休に入ります。中村 真梨奈

教諭が学級担任を務めます。 

 
入学式 

         
          教務主幹 渡邊 慎一 
 

63 名の新入生が入場を開始すると、体育館
はとても温かな空気に包まれました。真新しい

ランドセルを背負って初めて校門をくぐった

4月 8日。この日は、新入生の子供達にとって
も、その保護者の皆様にとっても、大変思い出

深い日となったのではないでしょうか。 
歓迎の出し物を披露した本校の２年生の姿、

学校代表の挨拶をした６年生の姿、数年後の我

が子の様子を、在校生に重ねて見つめていた保

護者の方も、きっと多いことでしょう。 
９年間の義務教育のスタート地点に立った

子供達は、これから様々な力を身に付けていき

ます。長いようで、振り返ってみるととても短

い時間です。その短い時間の中で、一人一人の

子供達が充実した時間を過ごし、卒業していく

ことができるよう、職員一同指導して参りま

す。 
改めまして、新入生の皆さん、保護者の皆様、

ご入学、誠におめでとうございます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   
 

 

 

 特別支援教育コーナー 
 

     校長 吉川 文章  スター専門員 門脇 恵 

本校には、「スター（才能開発ルーム）以下：スター」が設置されています。今回は、「スター

（才能開発ルーム）」の運営方針などについてご紹介します。 
 
全てのお子さん（大人も、私も、みなさんも）は、何らかの発達の特性をもっています。 

その中でも発達の「凸凹」が比較的大きなお子さんは、少なからず困り感をもち一斉授業を

受けることになります。しかし、「凸凹」があるということは、より際立つ能力も有している

ということです。「スター」では、その能力に着目しさらに高めていくことを目指します。 

一斉指導の中での困り感を改善するためには、「コミュニケーション能力」を身に付けるこ

とが一番の近道です。ソーシャルスキルトレーニングなど個に応じた個別や小集団の指導を

受けることにより、「コミュニケーション能力」が高まり、際立つ能力がより開発され集団の

中で力を発揮出来るのではないかと考えます。時間の目安としては、週の内、1，2時間程度、

クラスを離れて、上記のような専門的な支援を受けることになります。 

現代は、「天才が育ちにくい時代」とも言われています。私の夢の部分も入っていますが、

「トーマス・エジソン」しかり、「トム・クルーズ」しかり、「スティーブ・ジョブズ」しか

り、発達に特性をもち、世界に貢献した（する）天才たちが、この教室から輩出されるとい

う高い理想をもち楽しく前向きに取り組みを進めてまいります。「スター」とは、S「スーパー」
T「タレント」E「エデュケイト」R「ルーム」の頭文字をとった本校独自の造語です。 
 

相談から入級までの流れ 
①保護者の方が支援の希望を担任に伝えます。 ②校長との面談を行います。 

 ②巡回指導教員が在籍学級での児童の様子を観察します。 
③支援の必要性について、子供支援委員会（校内委員会）で話し合います。 

 ④申請に必要な書類を準備し、教育委員会に提出します。 
 ⑤練馬区の利用検討会を経て、スターでの支援が決定します。 
 ※詳細は、校長、副校長、山縣主幹養護教諭にお問い合わせください。 
 

STERスタッフ紹介 
今年度は STER（スター）に４名の巡回指 
導教員と１名の専門員で指導にあたります。 
毎週火曜日に指導を行います。 
よろしくお願いいたします。 

一人ひとりの子供たちが、笑顔で楽し

い学校生活を送ることができるように、

がんばっていきたいと思います。よろし

くお願いします。 
巡回指導教員 小山 薫子 

 

週に一度の巡回ですが、北町西小学校

の子供たちが楽しく充実した学校生活

を送れるように力を尽くしていきたい

と思います。よろしくお願いします。 
巡回指導教員 渡邊 純子 

輝く笑顔で学校生活が送れるよう、子

供たちに寄り添いながらサポートをし

ていきたいと思っています。今年度もよ

ろしくお願いいたします。 
STER専門員 門脇 恵 

STER２年目になりました。とてもア
ットホームな学校で、巡回するのを楽し

みにしています。子供たちが楽しい学校

生活が送れるように、今年もがんばりま

す。よろしくお願いします。 
巡回指導教員 坂井 恵美 

北町西小学校の皆さんと関わる中で、

共に学び、共に喜ぶような学校生活を送

ることができるよう頑張ります。よろし

くお願いします。 
巡回指導教員 玉井 雄也 

 



５月の行事予定 
７日 火 セーフティー教室 安全指導 

８日 水 ５時間授業 避難訓練（集団下校） 消防署見学（４年） 

９日 木 
５時間授業 尿検査１次・２回目回収  

5,6年移動教室説明会（学年だより5月予定をご確認ください。）  

１０日 金 午前授業（１～６年）※小学校教育会総会のため 

１３日 月 
たてわり遊び 運動会特別時間割始 運動会係作業①（６校時５，６年） 

４時間授業（１年）５時間授業（２～４年） 

１４日 火 午前授業（１年）５時間授業（２～６年） PTA総会 

１５日 水 ４時間授業（１年） ５時間授業（２～６年） 

１６日 木 歯科検診（１～６年） 

１７日 金 運動会全体練習①（１校時） 委員会 尿検査２次 

２０日 月 
運動会係作業②（６校時５，６年） 

４時間授業（１年）５時間授業（２～４年） 

２１日 火 ※学年によって下校時刻が異なります。詳しくは、学年だよりをご確認ください。 

２２日 水  

２３日 木 短縮時程 

２４日 金 運動会全体練習②（１校時） クラブ 

２７日 月 
運動会係作業③（６校時５，６年） 

４時間授業（１年）５時間授業（２～４年） 

２８日 火  

２９日 水 学習補充 

３０日 木 PTA会費集金日 

３１日 金 
運動会全体練習③（１校時）午前授業（１～４年） 

運動会前日準備（５校時５，６年） 

6/１日 土 運動会 

２日 日 運動会予備日 

３日 月 運動会振替休日 

 
〈スクールカウンセラー 来校予定〉 

5月 9日（木） 16日（木） 23日（木） 30日（木） 
※詳細は副校長にお問い合わせください。TEL ３９３２－７２３４ 


